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老
齢
基
礎
年
金
は
、
25
年
以
上
の
資

格
期
間
が
あ
れ
ば
、
65
歳
か
ら
も
ら
え

ま
す
。

た
だ
し
、
希
望
す
れ
ば
、
年
金
を
も

ら
う
年
齢
を
早
め
た
り
、
遅
く
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
そ
れ

ぞ
れ
「
繰
り
上
げ
請
求
」、「
繰
り
下
げ

請
求
」
と
言
い
ま
す
。

そ
の
時
期
は
、
60
〜
70
歳
の
間
で
選

択
で
き
ま
す
が
、
繰
り
上
げ
た
場
合
は

年
金
の
額
が
減
額
さ
れ
、
逆
に
繰
り
下

げ
た
場
合
は
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

今
回
、
そ
の
増
減
率
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

対
象
は
昭
和
16
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
す
。

繰
上
げ
請
求
の
注
意
点

▽
請
求
後
に
、
事
故
や
病
気
で
障
害
を

持
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金
は
も
ら

え
ま
せ
ん

▽
い
っ
た
ん
繰
上
げ
請
求
に
よ
り
決
定

し
た
金
額
は
、
以
後
変
更
で
き
ま
せ

ん
▽
寡
婦
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
場
合
は
、

繰
上
げ
請
求
で
き
ま
せ
ん

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
国
保
年
金
課
年
金
担
当

�
（
584
）
１
１
１
１

▽
南
福
岡
社
会
保
険
事
務
所

�
（
552
）
６
１
１
１

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
に
は
、
申

請
す
れ
ば
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

免
除
の
条
件

▽
世
帯
の
前
年
中
の
所
得
状
況
な
ど
を

社
会
保
険
事
務
所
で
審
査
し
た
う
え

で
、
免
除
を
承
認
す
る
か
ど
う
か
が

決
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
失
業
や
災
害

な
ど
の
た
め
、
著
し
く
所
得
が
減
少

し
た
場
合
に
も
承
認
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

▽
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
資
格
期
間
に
含
ま

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
免
除
さ
れ
た
期

間
は
、
受
け
取
る
年
金
額
を
計
算
す

る
際
、
納
め
た
場
合
の
３
分
の
１
の

額
と
な
り
ま
す
。

▽
免
除
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
年
金
手
帳

▽
印
か
ん
（
認
印
可
）

▽
平
成
13
年
度
（
平
成
12
年
中
）
所
得

証
明
（
平
成
13
年
１
月
２
日
以
降
に

春
日
市
に
転
入
し
た
人
の
み
）

現
在
学
生
で
収
入
が
な
く
、
納
付
が

困
難
な
と
き
は
、
申
請
す
れ
ば
納
付
を

猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
年
金
手
帳

▽
印
か
ん
（
認
印
可
）

▽
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
写
し

可
）

注
意
事
項

▽
学
生
本
人
に
所
得
が
あ
っ
た
場
合
、

承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に

含
ま
れ
ま
す
。

▽
承
認
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
受
け
取
る
年
金
額
に
は
反
映

し
ま
せ
ん
が
、
10
年
以
内
に
納
め
れ

ば
反
映
し
ま
す
。

▽
こ
の
制
度
に
該
当
し
な
い
学
校
が
あ

り
ま
す
。

免
除
制
度
や
納
付
特
例
制
度
は
、
年

度
ご
と
に
申
請
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
申
請
は
、
１
か
月

ま
で
し
か
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き

ま
せ
ん
。

（
国
保
年
金
課
）

学
生
の
場
合
の
納
付
特
例
制
度

繰
り
上
げ
請
求�

繰
り
下
げ
請
求�

請求時の年齢� 従来の増減率� 新しい増減率�

60歳�

61歳�

62歳�

63歳�

64歳�

65歳�

66歳�

67歳�

68歳�

69歳�

70歳�

－42%�

－35%�

－28%�

－20%�

－11%�

±  0%�

＋12%�

＋26%�

＋43%�

＋64%�

＋88%

－30%�

－24%�

－18%�

－12%�

－  6%�

±  0%�

＋8.4%�

＋16.8%�

＋25.2%�

＋33.6%�

＋42.0%

※　従来の増減率は年単位の計算でしたが、新しい増減率は月単位の�
　計算に変わりました。このため、新しい増減率は請求月により、この�
　表の数値と異なる場合があります。�

ど
う
し
て
今
回
、
減
額
率
が
ゆ
る
や
か
に
な
っ
た

の
？年

金
は
、
世
代
間
の
支
え
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
日
本
は
、
年
金
を
支
え
る
若
い
人
の
人
口

が
減
り
、
逆
に
高
齢
者
の
数
は
増
え
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
こ
の
ま
ま
で
は
年
金
制
度
が
成
り
立
た
な

く
な
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
国
は
、
厚
生
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
を
、

こ
れ
ま
で
の
60
歳
か
ら
65
歳
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
急
に
制
度
を
変
更
す
る
と
生
活
に
困
る

人
も
い
る
の
で
、
支
給
年
齢
は
段
階
的
に
引
き
上
げ

る
こ
と
と
し
、
繰
り
上
げ
請
求
の
際
の
減
額
率
も
ゆ

る
や
か
に
し
ま
し
た
。

Ａ Ｑ



男
女
平
等
作
文
・
一
時
保
育
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春日高校

矢部
や べ

彩子
さ い こ

「
男
女
平
等
」
と
は

て
「
男
女
平
等
」
と
い
う
言
葉
が
登
場

し
た
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ほ

ん
の
二
十
五
年
前
の
こ
と
な
の
で
す
。

日
本
国
憲
法
第
十
四
条
は
女
性
と
男
性

の
平
等
を
言
っ
て
お
り
差
別
を
否
定
し

て
い
る
し
、
教
育
基
本
法
第
五
条
に
は

「
男
女
は
、
互
い
に
敬
重
し
、
協
力
し

合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ

て
、
教
育
上
男
女
の
共
学
は
認
め
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
つ
い
数
年
前
の
一
九

九
四
年
に
共
修
と
な
っ
た
「
家
庭
科
」

の
学
習
内
容
は
、
そ
れ
以
前
は
性
別
に

よ
り
異
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
私
達

に
と
っ
て
、
こ
れ
と
い
っ
て
あ
ま
り
意

識
せ
ず
に
学
ん
で
い
る
事
柄
も
、
歴
史

の
流
れ
の
中
で
は
、
ご
く
最
近
の
事
項

で
あ
る
の
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

た
し
か
に
、
男
性
と
女
性
は
身
体
の

構
造
上
の
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
を
含
め

た
う
え
で
も
、
社
会
的
文
化
的
性
＝
男

ら
し
さ
女
ら
し
さ
や
、
そ
れ
に
基
づ
い

た
関
係
性
に
み
ら
れ
る
、
そ
の
時
代
、

社
会
や
文
化
に
規
定
さ
れ
た
性
の
特

徴
、
性
区
別
＝
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
も

の
に
分
け
入
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
知
り
ま
し
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
し

て
は
、
高
校
一
年
生
の
私
に
と
っ
て
、

と
て
も
ま
だ
難
し
い
問
題
で
あ
っ
て
、

決
し
て
関
心
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
の

で
す
が
、
今
後
ゆ
っ
く
り
学
ん
で
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

本
題
に
戻
り
ま
す
。「
男
女
平
等
」

の
感
覚
は
、
男
女
と
い
う
よ
り
は
「
人

間
平
等
」
と
、
と
ら
え
る
と
わ
か
り
や

す
い
か
な
あ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
女
性
で
あ
れ
、
男
性
で
あ
れ

「
人
間
ら
し
さ
」
と
か
「
人
格
」
と
い

う
面
で
、
対
等
で
あ
り
平
等
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
で
い
け
ば
一
歩
前
進
で
き

る
よ
う
な
気
が
し
て
き
ま
し
た
。
ま
だ

男
女
の
不
平
等
に
関
し
て
実
感
が
全
く

と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
無
い
の
で
、
あ

れ
こ
れ
思
い
浮
か
ば
な
い
の
で
す
が
、

東
京
で
総
合
職
と
し
て
働
く
お
ば
か
ら

聞
い
た
話
か
ら
思
い
あ
た
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
お
ば
の
会
社
に

電
話
が
入
り
、
相
手
は
若
い
男
性
だ
っ

た
そ
う
で
す
が
、
お
ば
が
出
る
な
り

「
ど
な
た
か
男
性
の
方
に
お
願
い
し
ま

す
。」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
私
達

と
十
才
と
違
わ
な
い
男
性
で
す
か
ら
、

無
意
識
の
う
ち
に
男
性
の
方
が
上
司
で

あ
る
と
い
う
概
念
に
し
っ
か
り
と
と
ら

わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

ま
だ
歴
史
の
流
れ
の
中
で
は
日
が
浅

い
「
男
女
平
等
」
の
考
え
も
、「
人
間

平
等
。」
と
置
き
換
え
て
み
る
と
、
少

な
く
と
も
私
の
中
で
は
理
解
し
や
す
い

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
作
文
を
書

く
こ
と
に
よ
っ
て
今
後
、
社
会
で
生
き

て
ゆ
く
為
に
も
、
と
て
も
よ
い
ス
タ
ー

ト
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
原
文
の
と
お
り
）

※

こ
の
作
文
は
、
矢
部
さ
ん
が
春
日

高
校
１
年
生
の
と
き
に
書
い
た
も
の

で
す
。

な
お
、
今
回
で
、
受
賞
作
品
の
掲

載
を
終
了
し
ま
す
。
ご
感
想
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

私
は
、
こ
の
作
文
を
書
く
た
め
に
図

書
館
へ
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
国
際
婦

人
年
で
あ
っ
た
一
九
七
五
年
に
は
じ
め

対
象

生
後
51
日
以
上
か
ら
就
学
前

ま
で
の
児
童

場
所

あ
い
あ
い
保
育
園
（
白
水
ヶ

丘
１
―
12
―
３
）

利
用
可
能
日
数

▽
非
定
型
的
保
育
（
就
労
な
ど
の
場

合
）
週
３
日
ま
で

▽
緊
急
保
育
（
保
護
者
の
病
気
や
冠

婚
葬
祭
な
ど
の
場
合
）

14
日
以
内

▽
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
（
私
的
な
理

由
の
場
合
）

週
３
日
ま
で

※
　
利
用
は
１
日
単
位
で
す
。

定
員

１
日
10
人
ま
で

利
用
時
間

▽
平
日
　
午
前
７
時
〜
午
後
６
時

▽
土
曜
日
　
午
前
７
時
〜
午
後
１
時

30
分

利
用
料
（
日
額
）

▽
３
歳
未
満
児
　
２，

５
０
０
円

▽
３
歳
以
上
児
　
２，

０
０
０
円

申
込
方
法

希
望
す
る
日
の
一
週
間

前
ま
で
（
緊
急
保
育
を
除
く
）

に
申
請
書
を
提
出
す
る

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未

来
課
保
育
所
担
当

保
護
者
の
パ
ー
ト
勤
務
や
急
な
病
気
、
出
産
、
ま
た
、
育
児
か

ら
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
際
、
あ
い
あ
い
保
育
園
で
一
時
的
に

子
ど
も
を
預
か
り
ま
す
。

あ
い
あ
い
保
育
園�
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春
日
市
の
環
境
を
守
る
た
め
の
計
画
を
ま
と
め
た
冊
子
が
で

き
ま
し
た
。
冊
子
の
名
前
は
「
弥
生
の
里
・
か
す
が
環
境
プ
ラ

ン
」
で
す
。

こ
の
計
画
で
は
、「
ず
〜
っ
と
住
み
続
け
た
く
な
る
共
生
の
ま

ち
」
を
将
来
像
と
し
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
４
つ
の
長
期

的
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
冊
子
に
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
の
具
体
例
が
書

い
て
あ
り
、
私
た
ち
の
生
活
の
見
直
し
に
も
役
立
ち
ま
す
。

今
回
、
市
報
と
一
緒
に
、
計
画
内
容
を
要
約
し
た
概
要
版
も

配
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
人
は
、
市
役
所
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
計
画
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
計
画
書
は
販
売
し
て
い
ま
す
。

販
売
価
格

１，

６
５
０
円
　

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課
環
境
計
画
担
当

５月27日�に、春日市内全域でクリーン作戦を行います。

空きカン・空きビン拾い、溝さらい、空地の草刈りなどを各地区

で予定しています。

家族そろって参加してください。

なお、回収された空きカン・空きビンは、春日大野城リサイクル

プラザに集められて、再利用されます。

（春日市生活環境組合連合会）

こどもエコクラブは、小・中学生ならだれでも参加できる“環境に

ついて活動するクラブ”です。身近な自然についての調査や、リサイ

クル活動など、子どもたちが自主的に行うもので、環境に関すること

なら何をテーマに活動しても構いません。

こどもエコクラブに加入すると、年に数回、エコクラブニュースが

送られてきます。このニュースを参考に楽しく環境学習をすることもで

きます。

学校のクラスや、子ども会、近所の仲間、また家族などで申し込ん

でください。

申込方法 環境対策課にある登録用紙に必要事項を記入し、提出する

申込・問い合わせ先 環境対策課環境計画担当

※ こどもエコクラブの活動内容を、ホームページで見ることができ

ます。

http://www.wnn.or.jp/wnn-jec/URL

u
回
収
さ
れ
た
空
き
カ
ン
は
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す

v
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
研
究
発
表



お
知
ら
せ
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ス
ポ
ー
ツ�

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

筋
肉
づ
く
り
や
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
を

重
点
に
、
あ
な
た
に
あ
っ
た
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
法
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
い

方
を
指
導
し
ま
す
。

日
程

６
月
13
日
〜
７
月
11
日
（
毎
週

水
曜
日
　
計
５
回
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育

館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
（
大
谷
６

―
28
）

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
20
歳
以
上
の
人

受
講
料

１，

０
０
０
円

募
集
人
員

20
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

申
込
方
法

６
月
６
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
「
初
心
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
室
」
係

�
（
571
）
３
２
３
４

教
室
の
種
類
・
定
員

▽
障
害
児
親
子
水
泳
教
室
10
組

▽
身
体
障
害
者
水
中
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教

室
20
人

▽
聴
覚
障
害
者
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
20

人
▽
車
椅
子
ダ
ン
ス
教
室
20
人

▽
身
体
障
害
者
水
泳
教
室
20
人

▽
知
的
障
害
者
水
泳
教
室
（
初
級
）
20

人
▽
知
的
障
害
者
水
泳
教
室
（
中
級
）
20

人
▽
障
害
者
中
高
生
水
泳
教
室
20
人

▽
聴
覚
障
害
者
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
15
人

▽
知
的
障
害
者
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教

室
15
人

▽
視
覚
障
害
者
フ
ロ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
15
人

▽
身
体
障
害
者
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教

室
20
人

※

各
教
室
は
い
ず
れ
も
申
込
先
着
順

で
す
。
な
お
、
開
催
日
時
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
ア
リ
ー
ナ

棟
（
原
町
３
―
１
―
７
）

参
加
費

各
教
室
１
人
３
０
０
円
（
傷

害
保
険
料
な
ど
）

申
込
方
法

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

ま
た
は
市
高
齢
障
害
課
に
備
え

付
け
の
申
込
書
と
健
康
チ
ェ
ッ

ク
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
（
原
町
３
―
１
―

７
）

�
（
582
）
５
２
２
３

5
（
582
）
５
２
２
８

卓
球
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心

者
も
歓
迎
し
ま
す
。

○
春
日
コ
ス
モ
ス

練
習
日
時

毎
週
水
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
卓
球
場

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

崎
村

さ
き
む
ら

�
（
585
）
３
０
６
６

○
春
日
む
つ
み

練
習
日
時

▽
毎
週
火
曜
日
　
午
後
１
時
〜
３
時

▽
毎
週
金
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
卓
球

場

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

緒
方

お

が

た

�
（
596
）
８
４
５
５

○
春
日
す
み
れ

練
習
日
時

▽
毎
週
月
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午

▽
毎
週
木
曜
日
　
午
後
１
時
〜
３
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
卓
球

場

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

斎
藤

さ
い
と
う

�
（
582
）
７
４
６
８

○
松
ヶ
丘
ク
ラ
ブ

練
習
日
時

毎
週
月
・
木
曜
日

午
後
８
時
〜
10
時

場
所

松
ヶ
丘
公
民
館

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

田
中

た

な

か

�
（
595
）
１
５
６
７

○
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

練
習
日
時

毎
週
土
曜
日

午
後
３
時
〜
５
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場

対
象

市
内
に
住
む
小
学
生

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

白
水

し
ろ
う
ず

�
（
572
）
７
１
９
６

春
日
北
小
学
校
区
内
の
母
親
で
作
る

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
す
。
一
緒
に

汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

子
連
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

練
習
曜
日
・
場
所
（
体
育
館
）

▽
毎
週
火
曜
日
　
春
日
北
中
学
校

▽
毎
週
金
曜
日
　
日
の
出
小
学
校

時
間

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

問
い
合
わ
せ
先

佐
伯

さ

い

き

�(
090)

２
５
１
６
―
６
８
０
０

初
心
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

受
講
生
募
集

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
教
室
参
加
者
募
集

卓
球
部
員
募
集

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
員
募
集

Ｑ

親
し
い
政
治
家
が
、
町
内
会
の
野

球
大
会
に
、
優
勝
カ
ッ
プ
を
貸
し
て

く
れ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

Ａ

物
を
貸
す
こ
と
は
、「
財
産
上
の

利
益
供
与
」
に
当
た
り
ま
す
。
カ
ッ

プ
を
貸
し
た
政
治
家
は
罰
則
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
あ
な
た
が
、
政
治
家
に
カ

ッ
プ
を
貸
す
よ
う
に
勧
め
た
り
、
要

求
を
し
た
り
す
る
と
、
罰
則
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

公
職
選
挙
法
は
、
政
治
家
本
人
が

結
婚
披
露
宴
や
葬
儀
な
ど
に
出
席
す

る
場
合
を
除
い
て
、
い
か
な
る
名
義

で
あ
っ
て
も
、
選
挙
区
内
の
人
に
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
付

を
求
め
た
り
、
受
け
取
っ
た
り
す
る

こ
と
も
禁
止
し
て
い
ま
す
。

入
学
祝
、
お
中
元
、
お
歳
暮
、
運

動
会
の
差
し
入
れ
な
ど
で
あ
っ
て
も

処
罰
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

（
春
日
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
）

贈
ら
な
い�

求
め
な
い�

受
け
取
ら
な
い�
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初
心
者
が
集
ま
っ
て
、
水
中
で
気
持

ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

毎
週
水
曜
日
　
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
１
時
30
分

対
象

18
歳
以
上
の
人

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
６
―
28
）

受
講
料

２，
０
０
０
円
（
２
か
月
分
）

※

前
納
制
で
す
。
参
加
人
数
に
よ
り

料
金
が
若
干
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

な
お
、
施
設
使
用
料
は
各
自
で
負

担
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

古
城

こ
じ
ょ
う

�
（
584
）
４
７
２
０

t

キ
ュ
ー
ピ
ー
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

ま
み
む
め
も
も
も

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

奴
妥

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

ア
ト
ム

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

し
ろ
ま
ど
ー
し
。

ペ
ン
ネ
ー
ム

春
日
市
内
の
建
設
業
者
で
構
成
す
る

「
春
日
市
住
宅
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
よ

る
、
住
宅
に
関
す
る
相
談
窓
口
で
す
。

家
の
増
改
築
や
修
繕
な
ど
で
、
全
般

に
わ
た
っ
て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

春
日
市
住
宅
相
談
セ
ン
タ
ー

▽
春
日
那
珂
川
民
主
商
工
会

�
（
573
）
０
９
０
４

▽
福
岡
建
設
春
日
市
住
宅
セ
ン
タ
ー

�
（
923
）
６
５
４
８
　

▽
春
日
市
す
ま
い
の
相
談
セ
ン
タ
ー

（
春
日
市
商
工
会
内
）

�
（
581
）
１
４
０
７

相
談
内
容

▽
大
工
・
工
事
一
式

▽
設
計
・
施
工
・
工
事
管
理

▽
門
扉
・
フ
ェ
ン
ス
取
り
付
け

▽
テ
ラ
ス
設
置
工
事

▽
造
園
工
事

▽
防
水
工
事

▽
白
あ
り
駆
除

▽
塗
装
工
事

▽
給
排
水
（
ふ
ろ
・
ト
イ
レ
な
ど
）

▽
電
灯
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
増
設

▽
建
具
取
り
付
け
・
修
理

▽
屋
根
瓦
の
ふ
き
替
え

▽
雨
ど
い
の
取
り
付
け
工
事

▽
サ
ッ
シ
・
窓
取
り
付
け
・
修
理

▽
畳
・
ふ
す
ま
替
え

▽
車
庫
・
倉
庫
の
設
置

▽
エ
ク
ス
テ
リ
ア
工
事

▽
内
装
工
事

▽
土
木
工
事

▽
舗
装
工
事

▽
左
官
工
事
な
ど

※

市
役
所
で
も
こ
の
相
談
の
取
り
次

ぎ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

（
地
域
づ
く
り
課
商
工
農
政
担
当
）

相
　
談�

家
の
増
改
築
、
修
繕
な
ど
の
相
談

春
日
市
住
宅
相
談
セ
ン
タ
ー

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
同
好
会

会
員
募
集

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
で
す
。

期
日

５
月
31
日
�
、
６
月
14
日
�

時
間

午
後
１
時
〜
４
時

会
場

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
１
階
相

談
室
（
筑
紫
野
市
二
日
市
６
７

４
―
１
）

定
員

各
５
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

５
月
21
日
�
午
前
８
時
30

分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局

筑
紫
支
局

�
（
922
）
２
８
８
１

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談 Ｑ この前、キャッチセールスで高額な健康機器を

買ったのですが、ローンの返済が大変で困ってい
ます。どうしたらいいでしょうか。
Ａ　お困りのようですね。

このように、｢業者との契約を解除したい｣、
｢多重債務を抱えて困っている｣など、商品やサー
ビス、契約などに関する問題は、専門の相談員が
相談に応じます。
相談は無料で、秘密は厳守します。電話での相

談もできます。
困った時は一人で悩まず、ご相談ください。

（地域づくり課）
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みてみてきいて�

大泉
おおいずみ

逸郎
いつろう

が歌う「孫」が
ヒットしている。
孫を持つまではわからな

かったが、孫は本当にかわ
いい。目が合うと、ニコッ
と笑顔を見せて、疲れをい
やしてくれる。
この孫も、上の子が今年

の春、小学４年生になる。
私は、定年退職後に再就

職し、今年｢古稀
こ き

｣を迎えた。
そして、今はパソコンには
まっている。いまだ初歩の
段階だが、なかなか一筋縄
ではいかない。
孫もパソコンに興味があ

るとみえて、横にきては邪
魔をする。おじから教えて
もらったのだろうか、いつ
のまにか一人でパソコンを
立ち上げて｢お絵書き｣をや
っている。
ある日、孫が妻の横でふ

くれっつらをしている。｢ど
うしたの｣と尋ねると、私が
教科書を片手にパソコンか
ら離れないため、いつまで
もパソコンで遊べず、不満
をおぼえていたらしい。
一事が万事、私たちの年

代は、まず手順を理解して
からでないと取り扱いがで
きない。ところが孫たちは
そうではない。理屈なしに
感覚で覚える。
原理原則を覚えていない

と、あらゆる場面での対応
がとれないのではないかと
思うのだが、考えてみれば、
あまり文法にこだわりすぎ
ると英語がうまくしゃべれ
ない、などといった例もあ
るのだ。

ペンネーム 徳恵

孫

簿
記
３
級
程
度
の
実
力
の
あ
る
人
を

対
象
と
し
た
講
座
で
す
。

日
程

７
月
９
日
�
〜
11
月
８
日
�

（
毎
週
月
・
木
曜
日
　
計
32
回
）

時
間
　
午
後
６
時
〜
９
時

会
場

ま
ど
か
ぴ
あ
３
階
大
会
議
室
　

（
大
野
城
市
曙
町
２
―
３
―
１
）

内
容

日
商
簿
記
２
級
の
基
礎
理
論
、

記
帳
能
力
、
株
式
会
社
の
財
務

諸
表
の
作
成
、
検
定
試
験
の
出

題
傾
向
と
問
題
の
ポ
イ
ン
ト

定
員

80
人
（
申
込
先
着
順
）

受
講
料

１
万
８，

０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
・
資
料
代
を
含
む
）

※

締
め
切
り
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ

い
て
は
、
受
講
料
は
お
返
し
で
き
ま

せ
ん
。

申
込
期
間

５
月
22
日
�
〜
６
月
22
日

�

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
連

絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
地
区
商

工
会
職
業
訓
練
会
（
大
野
城
市

商
工
会
館
内
）

�
（
581
）
３
４
１
２

5
（
581
）
３
７
０
３

現
在
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
従

事
し
て
い
る
人
、
こ
れ
か
ら
従
事
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
人
を
対
象
と
し
た
研

修
で
す
。

日
程

７
月
５
日
�
〜
９
月
７
日
�
ま

で
の
19
日
間
と
、
９
月
10
日
�

〜
12
月
７
日
�
ま
で
の
５
日
間

※
　
原
則
と
し
て
平
日
に
行
い
ま
す
。

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

会
場

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

（
福
岡
市
南
区
大
楠
３
―
１
―

１)

受
講
料

２
万
円（
テ
キ
ス
ト
代
ほ
か
）

定
員

10
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

申
込
方
法

高
齢
障
害
課
の
窓
口
に
備

え
付
け
の
受
講
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
５
月
25
日
�

ま
で
に
提
出
す
る

※
　
印
か
ん
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

訪
問
看
護
に
従
事
し
て
い
る
人
（
従

事
予
定
者
を
含
む
）
を
対
象
に
、
訪
問

看
護
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
修
得
し

て
も
ら
う
た
め
の
講
習
会
で
す
。

日
程

７
月
24
日
�
〜
９
月
19
日
�
の

30
日
間

会
場

福
岡
県
看
護
等
研
究
研
修
セ
ン

タ
ー
（
福
岡
市
中
央
区
赤
坂
１

―
14
―
５
）

受
講
資
格

25
歳
以
上
で
、
実
務
経
験

が
５
年
以
上
の
、
保
健
婦
（
士
）

・
助
産
婦
・
看
護
婦
（
士
）
・

准
看
護
婦
（
士
）

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

・
資
料
代
な
ど
４
万
２，

０
０

０
円
程
度
必
要
）

定
員

50
人

申
込
方
法

５
月
31
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
看
護

協
会
福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

�
（
714
）
５
２
０
３

社
会
福
祉
活
動
の
体
験
を
通
し
て
、

新
た
な
生
き
が
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

会
場

春
日
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
―
　

（
昇
町
３
―
１
０
１
）
ほ
か

対
象

市
内
に
住
む
60
歳
以
上
の
人
で
、

全
講
座
に
参
加
で
き
る
人

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

５
月
15
日
�
〜
６
月
１
日

�
に
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
社
会

福
祉
協
議
会
総
務
課
地
域
福
祉

担
当

�
（
581
）
７
２
２
５

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程

養
成
研
修
受
講
者
募
集

講
　
座�

訪
問
看
護
婦
等
養
成
講
習
会

商
業
・
工
業
簿
記
（
２
級
）
講
座

受
講
生
募
集

六
〇

ろ
く
ま
る

福
祉
大
学

受
講
生
募
集

六〇福祉大学日程表�

６月１３日（水）�

６月１４日（木）�

７月１１日（水）�

７月１２日（木）�

８月 ８日（水）�

８月 ９日（木）�

1�

2�

3�

4�

5�

6

１０：００～１５：００�

１３：００～１６：００�

１３：００～１５：００�

１１：００～１５：００�

１３：００～１６：００�

１０：００～１６：００�

開講式、社協事業紹介・体験�

老人福祉ゼミ（介助技術入門）�

児童福祉ゼミ（小学生との交流）�

障害福祉ゼミ（ぱれっと館体験）�

ボランティアゼミ（活動体験）�

閉講式、シルバーヘルス教室�

日　程� 時　間� 内　　　容�
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

春
日
市
在
住
で
市
外
の
小
学
校
に
通

学
し
て
い
る
小
学
６
年
生
を
対
象
と
し

た
無
料
の
予
防
接
種
で
す
。

日
程
・
会
場

▽
６
月
12
日
�
　
春
日
原
小
学
校

春
日
野
小
学
校

▽
６
月
20
日
�
　
春
日
南
小
学
校

▽
６
月
26
日
�
　
春
日
東
小
学
校

▽
７
月
３
日
�
　
大
谷
小
学
校

日
の
出
小
学
校

▽
７
月
５
日
�
　
春
日
北
小
学
校

春
日
小
学
校

▽
７
月
10
日
�
　
天
神
山
小
学
校

須
玖
小
学
校

▽
７
月
11
日
�
　
春
日
西
小
学
校

※

各
学
校
の
体
育
館
か
多
目
的
ホ
ー

ル
で
行
い
ま
す
。

受
付
時
間

午
後
１
時
20
分

申
込
方
法

６
月
４
日
�
ま
で
に
電
話

で
希
望
日
と
会
場
を
連
絡
す
る

※

子
ど
も
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る

た
め
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
三
種
混
合
・
二
種
混
合
予

防
接
種
を
３
回
以
上
接
種
し
て
い
る

人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

離
乳
食
の
作
り
方
や
進
め
方
で
悩
ん

で
い
る
人
の
た
め
の
教
室
で
す
。

託
児
も
あ
り
ま
す
。

日
時

５
月
29
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

対
象

６
〜
８
か
月
の
子
ど
も
を
持
つ

人

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

参
加
費

２
０
０
円
（
材
料
費
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

申
込
方
法

５
月
25
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

幼
児
期
か
ら
の「
正
し
い
歯
み
が
き
」

を
学
ぶ
た
め
の
教
室
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

５
月
23
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

講
師

歯
科
衛
生
士

対
象
　
１
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

持
っ
て
く
る
も
の

子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
、
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

昨
年
６
月
に
、
市
か
ら
皆
さ
ん
に
成

人
検
診
の
チ
ケ
ッ
ト
を
郵
送
し
ま
し
た
。

こ
の
チ
ケ
ッ
ト
が
使
え
る
の
は
、
６
月

ま
で
で
す
。
ま
だ
健
康
診
断
を
受
け
て

い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。集

団
検
診
を
受
け
る
場
合
は
、
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
受
け
ら
れ
る

健
康
診
断
の
最
終
日
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
い
き
い
き
ド
ッ
ク
　
６
月
６
日
�

▽
基
本
検
診
、
結
核
・
肺
ガ
ン
・
胃
ガ

ン
検
診
　
６
月
11
日
�

▽
婦
人
ガ
ン
検
診
、
骨
粗
し
ょ
う
症

６
月
５
日
�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
毎
日
の
生
活
習

慣
の
ち
ょ
っ
と
し
た
改
善
で
予
防
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
も
骨
を
丈
夫
で
長
持
ち
さ
せ

る
た
め
の
生
活
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

５
月
30
日
�

午
後
１
時
〜
２
時

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

講
師

和
田

わ

だ

研け
ん

さ
ん
（
和
田
整
形
外

科
医
院
医
師
）

※

手
話
通
訳
が
必
要
な
人
は
、
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

現
在
、
国
保
年
金
課
保
健
婦
と
看
護

婦
が
、
お
年
寄
り
が
い
る
世
帯
や
国
保

の
加
入
世
帯
を
訪
問
し
、
健
康
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

保
健
婦
や
看
護
婦
が
皆
さ
ん
の
お
宅

に
伺
っ
た
と
き
は
、病
院
の
か
か
り
方
、

薬
の
飲
み
方
、
食
事
に
つ
い
て
な
ど
、

何
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
員

▽
�さ

き

村む
ら

ヒ
ロ
子こ

（
保
健
婦
）

▽
右
松

み
ぎ
ま
つ

清
子

き

よ

こ

（
看
護
婦
）

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課

t
柴
田
由
利
菜
さ
ん

t

霧
生
　
咲
耶

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

み
お
ぎ
　
あ
す
か

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

天
夢
星
華

ペ
ン
ネ
ー
ム

健
康
・
保
健�

ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
予
防
接
種

離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

歯
み
が
き
教
室

参
加
者
募
集

６
月
ま
で
で
す

成
人
検
診

　ハガキに縦書き、白黒で濃いめ
にはっきりと描いて、表に住所、氏
名（ふりがな）、電話番号を書いて
送ってください。ぺンネームも可｡�
あて先　〒816-8501�
　　　　春日市役所広報担当「イ
　　　　ラスト」係�
�※　掲載された人には、図書券
　(500円分)を進呈します。�

骨
粗
し
ょ
う
症
講
演
会

保
健
婦
と
看
護
婦
が
訪
問
し
ま
す

高
齢
者
と
国
保
世
帯
の
健
康
相
談
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

みてみてきいて�

先日、デイサービスの実
習で、送迎バスの乗車勤務
を体験しました。
その日はあいにくの雨。

そぼ降る雨を車窓から眺め
ながら、利用者のその女性
は過ぎ去った遠い日を糸車
を手繰り寄せるように話し
始めました。ヘルパー制度
が施行された昭和47年、ご
自身がヘルパー第１号とな
って新聞にも報じられたこ
とやそのころの仕事の内容
など。その一つ一つを興味
深く聞きながら、私は、当
時のヘルパー業務の苦労を
痛感しました。
水洗トイレなど皆無の時

代。肥くみから始まり、洗
濯はもちろん手洗い、掃除
ははたきとほうきです。入
浴介助にいたっては、それ
はもう大変。かまどで大鍋
に湯を沸かし、たらいの中
で入浴させたとのこと。文
明の利器である掃除機や洗
濯機、炊飯器、湯沸し器な
どない時代。当時の女性や
ヘルパーが、いかに大変だ
ったかが、言葉のはしばし
に偲ばれました。
翻って、現代のヘルパー

業務も、介護保険の導入後、
さらに多忙を極めています。
利用者に信頼され、「ありが
とう」の言葉に支えられな
がら、家事援助、入浴介助、
おむつ交換と、さわやかな
笑顔で利用者の家庭を巡っ
ています。
大先輩たちがが築き上げ

てこられたこのすばらしい
歴史の上にさらに努力を積
み重ね、誰からも愛される
ヘルパーになれるようにと
願っています。

吉満
よしみつ

さかえ

ホームヘルパー今昔

日
時

５
月
30
日
�

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30

分

※

耳
鼻
咽
喉
科
を
希
望
す
る
人
は
、

午
前
中
に
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

眼
科
健
診
は
行
い
ま
せ
ん
。

会
場

県
障
害
者
更
生
相
談
所
（
原
町

３
―
１
―
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
内
）

相
談
内
容

▽
補
装
具
交
付
の
要
否
判
定
、
処
方
、

適
合
判
定
に
つ
い
て

▽
更
生
医
療
に
つ
い
て

▽
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
な
ど
へ

の
入
所
に
つ
い
て

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
に
つ
い
て

※

等
級
判
断
が
必
要
な
場
合
は
、
事

前
に
指
定
医
師
の
診
察
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

相
談
員

整
形
外
科
医
師
、
耳
鼻
咽
喉

科
医
師
、
聴
力
検
査
士

持
っ
て
く
る
も
の

▽
印
か
ん

▽
身
体
障
害
者
手
帳
（
持
っ
て
い
る
人

の
み
）

▽
補
装
具
再
交
付
の
場
合
は
、
前
回
交

付
さ
れ
た
補
装
具

※

当
日
は
、
会
場
ま
で
巡
回
車
を
運

行
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
５
月

25
日
�
ま
で
に
、
市
高
齢
障
害
課
障

害
担
当
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
高
齢
障
害
課
障
害

担
当

市
役
所
や
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
献
血

を
行
い
ま
す
。

献
血
を
し
た
人
の
う
ち
希
望
者
に

は
、血
液
の
生
化
学
検
査
を
行
い
ま
す
。

こ
の
検
査
は
、
健
康
管
理
に
役
立
つ

も
の
で
、
結
果
は
本
人
に
直
接
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

期
日
・
会
場

▽
５
月
16
日
�
・
春
日
市
役
所

▽
５
月
23
日
�
・
春
日
西
小
学
校

▽
５
月
30
日
�
・
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
　
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
。

問
い
合
わ
せ
先

厚
生
課

心
身
の
発
育
・
発
達
に
問
題
を
抱
え

て
い
る
子
ど
も
と
そ
の
親
を
対
象
に
、

親
子
遊
び
や
、
講
演
会
、
交
流
会
な
ど

を
開
き
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
ま
ず
は
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

６
歳
未
満
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
子
ど
も
と
そ
の
親

▽
運
動
発
達
に
不
安
が
あ
る

▽
こ
と
ば
や
行
動
、
対
人
関
係
に
不
安

が
あ
る

▽
低
出
生
体
重
（
２，
５
０
０
ｇ
未
満
）

で
生
ま
れ
、
発
育
・
発
達
に
不
安
が

あ
る

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会

身
体
障
害
者
（
児
）

巡
回
相
談

日
程

６
月
〜
平
成
14
年
２
月
（
原
則

と
し
て
毎
月
第
１
火
曜
日
）

時
間

午
後
１
時
10
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
は
午
後
１
時
20
分
ま
で
）

会
場

県
筑
紫
総
合
庁
舎
１
階
第
１
相

談
室
（
大
野
城
市
白
木
原
３
―

５
―
25
）

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、「
か

る
が
も
親
子
教
室
参
加
希
望
」、

子
ど
も
の
氏
名
、
生
年
月
日
、

年
齢
、
性
別
、
保
護
者
氏
名
、

住
所
、
郵
便
番
号
、
電
話
番
号

を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
所

健
康
増
進
係
母
子
保
健
担
当

�
（
513
）
５
５
８
３

5
（
592
）
８
４
４
４

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
す
る
た
め
の
講
演
会
で
す
。

患
者
や
家
族
、関
心
の
あ
る
人
な
ど
、

だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

６
月
19
日
�

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

県
筑
紫
総
合
庁
舎
２
階
大
会
議

室
（
大
野
城
市
白
木
原
３
―
５

―
25
）

講
師

島
本

し
ま
も
と

宝
哲

ほ
う
て
つ

さ
ん
（
島
本
脳
神
経

外
科
院
長
）

申
込
方
法

６
月
15
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
所

保
健
課
健
康
増
進
係
難
病
担
当

�
（
573
）
３
１
０
０

筑
紫
保
健
所
で
、
梅
毒
の
無
料
検
査

を
行
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

電
話
で
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

毎
週
火
曜
日

午
前
９
時
〜
11
時

場
所

筑
紫
保
健
所
（
大
野
城
市
白
木

原
３
―
５
―
25
）

※

こ
の
ほ
か
、
エ
イ
ズ
の
無
料
相
談

や
検
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
所

保
健
課
感
染
症
係

�
（
513
）
５
５
８
４

筑
紫
保
健
所

か
る
が
も
親
子
教
室
参
加
者
募
集

筑
紫
保
健
所

梅
毒
の
無
料
検
査

筑
紫
保
健
所

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
講
演
会
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交
通
事
故
や
転
落
事
故
な
ど
に
よ
る

脳
の
障
害
に
悩
む
人
た
ち
の
た
め
の
学

習
会
で
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時

５
月
26
日
�

午
後
１
時
〜
５
時

会
場

春
日
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

（
昇
町
３
―
１
０
１
）

演
題

ス
ト
レ
ス
と
ど
う
つ
き
あ
う
か

講
師

上
田

う

え

だ

幸
彦

ゆ
き
ひ
こ

さ
ん
（
国
立
視
力
障
　

害
セ
ン
タ
ー
臨
床
心
理
士
）

問
い
合
わ
せ
先

木
あ

べ

き

�
（
585
）
５
１
８
９

県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
女
性
を
対

象
に
、
施
設
見
学
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

日
時

６
月
７
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

集
合
・
解
散
場
所

Ｊ
Ｒ
博
多
駅
筑
紫

口

目
的
地

小
倉
高
等
技
術
専
門
校
、
平

尾
台
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数

45
人
程
度
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

参
加
費

無
料

※

昼
食
は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

「
６
月
７
日
参
加
希
望
」
を
記

入
し
、
５
月
21
日
�
（
必
着
）

ま
で
に
申
し
込
む

※

１
枚
の
ハ
ガ
キ
で
３
人
ま
で
申
し

込
み
で
き
ま
す
。
そ
の
際
は
同
行
者

の
氏
名
、
年
齢
も
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
民
情
報
広

報
課
広
聴
係
（
〒
812
ー
８
５
７

７
福
岡
県
庁
）

�
（
643
）
３
１
０
３

カ
ナ
ダ
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら

現
地
の
人
と
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

日
程

７
月
25
日
�
〜
８
月
８
日
�

※
　
こ
の
ほ
か
事
前
研
修
が
あ
り
ま
す
。

対
象

小
学
５
年
生
以
上

参
加
費

29
万
７，

０
０
０
円

申
込
期
限

６
月
29
日
�

※

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

カ
ナ
ダ
友
好
協
会
事

務
局

�
（
934
）
３
５
５
３

留
学
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
や
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介
、
個
人
相
談
な
ど

を
行
い
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

５
月
26
日
�

午
後
１
時
30
分
〜

場
所

ア
ク
ロ
ス
福
岡
３
階
こ
く
さ
い

ひ
ろ
ば
（
福
岡
市
中
央
区
天
神

１
―
１
―
１
）

定
員

40
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

駐
福
岡
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
総
領
事
館
北
九
州

事
務
所

�
０
９
３(

512)

０
８
５
７

脳
外
傷
友
の
会
ぷ
ら
む

学
習
会

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

県
の
施
設
を
見
に
い
き
ま
せ
ん
か

県
政
バ
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
号

語
学
研
修
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

カ
ナ
ダ
友
好
協
会
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
大
使
募
集

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

留
学
説
明
会

募
　
集�

先
方
へ
の
電
話
は
５
月
15
日
以
降
に
お

願
い
し
ま
す
。

【
ゆ
ず
り
ま
す
】

●

春
日
西
幼
稚
園
の
男
児
用
制
服

（
夏
・
冬
用
）、
カ
バ
ン
、
上
靴
入
れ
、

ベ
ス
ト
、
体
操
服
▽
無
料
▽
平
井

ひ

ら

い

�

（
571
）
７
６
４
９

【
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
】

●
謄
写
版
用
の
ヤ
ス
リ
、
鉄
筆
な
ど
▽

２
千
円
以
内
で
▽
一
木

い

ち

き

�
（
501
）
８
４

３
３

《
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
掲
載
希
望
は
》

ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、
氏
名(

匿
名
は

不
可)

、
電
話
番
号
、
品
物
名(

色
、
サ

イ
ズ
、
特
徴
な
ど
詳
し
く)

、
有
料
・

無
料
の
別(

有
料
の
場
合
は
１
万
円
を

上
限
と
す
る
希
望
価
格)

な
ど
を
書
い

て
市
役
所
広
報
担
当
に
送
っ
て
く
だ
さ

い
。

※

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
進
め
る
た
め
の
伝
言
板
で
す
。
営

利
目
的
で
の
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。な

お
、
品
物
の
引
き
取
り
方
法
や

ク
レ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
直
接
当
事

者
間
で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し

合
う
「
春
日
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

委
員
に
は
、
年
４
回
程
度
の
会
議

（
午
後
７
時
〜
）
に
出
席
し
、
市
が
行

う
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
事
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

募
集
人
員

２
人

対
象

20
歳
以
上
の
市
民

※

市
の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
は
除

き
ま
す
。

任
期

７
月
１
日
か
ら
２
年
間

応
募
方
法

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
に
あ
る

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、「
健
康
づ
く
り
に
必
要
な

も
の
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
２，

０
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
た
作

文
を
添
え
て
提
出
す
る(

郵
送

可)

応
募
期
限

６
月
11
日
�(

当
日
消
印

有
効)

選
考

書
類
審
査
と
面
接
で
決
定

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
（
〒

816
―
０
８
５
１
昇
町
１
―
１
２

０
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

�
（
501
）
１
１
３
４

春春春春
日日日日
市市市市
健健健健
康康康康
づづづづ
くくくく
りりりり
推推推推
進進進進
協協協協
議議議議
会会会会
　　　　

委委委委
員員員員
募募募募
集集集集
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

青
年
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
な
ど
を
目
的

と
し
た
、
海
外
研
修
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

日
程

11
月
10
日
�
〜
18
日
�

訪
問
先

▽
北
米
コ
ー
ス
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）

▽
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
コ
ー
ス
（
イ
ギ
リ
ス
、

ド
イ
ツ
）

対
象
・
募
集
人
員

▽
リ
ー
ダ
ー
（
30
〜
39
歳
）

６
人
　

▽
メ
ン
バ
ー
（
18
〜
29
歳
）

64
人

参
加
費

▽
リ
ー
ダ
ー
　
６
万
円

▽
メ
ン
バ
ー
　
11
万
円

申
込
期
限
　
６
月
11
日
�

※

募
集
要
項
は
、
市
社
会
教
育
課

（
大
谷
６
―
24
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

青
年
の
翼
実
行
委
員

会
事
務
局
（
県
青
少
年
課
内
）

�
（
643
）
３
３
８
７

そ
ろ
そ
ろ
水
泳
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
す
。
耳
鼻
科
の
病
気
を
持
っ
て
い
る

場
合
、
水
泳
を
し
て
も
よ
い
か
判
断
に

迷
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
病
気
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

耳
の
病
気

①
外
耳
炎

耳
に
水
が
入
っ
た
時
、
綿
棒
で
耳
の

中
を
清
掃
し
よ
う
と
し
て
、
耳
の
中
の

皮
膚
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
で
生
じ

ま
す
。
耳
掃
除
を
し
す
ぎ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。
水
が
入
っ
て
も
触
ら
な
い

よ
う
に
し
て
、
そ
の
場
で
水
が
入
っ
た

方
の
耳
を
下
に
し
て
跳
ん
だ
り
、
誘
い

水
（
水
が
入
っ
た
方
の
耳
を
上
向
き
に

し
て
、
４
〜
５
滴
の
水
を
入
れ
た
後
、

下
向
き
に
し
て
水
を
出
す
）
を
し
た
り

し
て
水
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で

も
出
な
い
時
は
耳
鼻
科
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

耳
が
痛
い
間
は
泳
い
で
は
い
け
ま
せ

ん
。

②
急
性
中
耳
炎

鼓
膜
が
破
れ
て
い
た
り
、
鼓
膜
切
開

を
行
っ
て
い
る
と
き
は
、
水
泳
は
絶
対

禁
止
で
す
。
痛
み
が
な
く
な
っ
て
も
、

鼓
膜
に
ま
だ
穴
が
開
い
て
い
た
り
し
ま

す
の
で
、
主
治
医
の
許
可
が
出
る
ま
で

は
泳
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
慢
性
中
耳
炎

鼓
膜
に
穴
が
開
い
て
い
る
状
態
で
す
。

そ
の
た
め
、
水
が
耳
の
中
に
入
る
と
、

水
と
一
緒
に
細
菌
が
入
り
、
中
耳
炎
が

悪
化
し
ま
す
。
水
泳
は
禁
止
し
て
く
だ

さ
い
。

③
滲
出

し
ん
し
ゅ
つ

性
中
耳
炎

中
耳
に
滲
出
液
が
た
ま
っ
た
状
態
で

す
。
中
耳
炎
が
軽
度
で
あ
れ
ば
水
泳
は

可
能
で
す
。
た
だ
し
、
鼻
水
が
多
か
っ

た
り
、
色
の
付
い
た
鼻
水
が
で
る
時
、

ま
た
咳
が
で
る
時
は
、
泳
が
な
い
方
が

良
い
で
し
ょ
う
。
鼓
膜
に
チ
ュ
ー
ブ
を

入
れ
て
い
る
と
き
に
は
、
泳
い
で
も
良

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
主
治
医
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

鼻
の
病
気

①
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

水
泳
の
後
に
鼻
づ
ま
り
に
な
っ
た
り

く
し
ゃ
み
を
連
発
し
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
治
療
し
て
い
れ
ば
泳
ぐ
こ

と
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
副
鼻

ふ

く

び

腔
炎

く
う
え
ん

い
わ
ゆ
る
蓄
膿
症

ち
く
の
う
し
ょ
う

の
こ
と
で
す
。
急

性
期
で
痛
み
が
あ
る
時
は
水
泳
禁
止
で

す
。
泳
ぐ
こ
と
で
炎
症
が
さ
ら
に
ひ
ど

く
な
る
た
め
で
す
。
慢
性
副
鼻
腔
炎
の

場
合
も
、
治
療
中
は
水
泳
を
中
止
し
て

く
だ
さ
い
。
治
療
が
長
引
く
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
繰
り
返
し
副
鼻
腔
炎
を
起
こ

す
人
は
、
水
泳
を
長
期
間
中
止
し
た
方

が
良
い
で
し
ょ
う
。

の
ど
の
病
気

扁
桃
炎

へ
ん
と
う
え
ん

が
あ
る
時
は
、
水
泳
は
中
止

し
て
く
だ
さ
い
。
か
ぜ
気
味
で
、
の
ど

の
痛
み
が
あ
る
時
や
咳
が
あ
る
時
は
、

熱
が
な
く
て
も
泳
が
な
い
方
が
賢
明
で

す
。

Home�
Doctor
Home�
Doctor
Home�
Doctor

ひ
ら
の
耳
鼻
咽
喉

い
ん
こ
う
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

平
野

ひ

ら

の

哲
雄

て

つ

お

水
泳
と
耳
鼻
科

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
す
ば
ら
し
い
自

然
環
境
の
中
で
、
本
場
の
ア
ウ
ト
ド
ア

を
楽
し
く
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

地
元
の
学
校
を
訪
問
し
、
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
も
行
い
ま
す
。

期
間

８
月
11
日
�
〜
17
日
�

※

こ
の
ほ
か
に
事
前
研
修
が
あ
り
ま

す
。

対
象

小
学
５
年
生
〜
中
学
３
年
生
の

健
康
な
人

募
集
人
数

18
人
（
申
込
先
着
順
）

参
加
費

19
万
８，

０
０
０
円

○
説
明
会

内
容
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
行
い
ま

す
。
研
修
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

▽
５
月
26
日
�
　
午
後
２
時
〜
４
時

▽
６
月
９
日
�
　
午
後
７
時
〜
９
時

※
　
い
ず
れ
か
一
日
の
み
。

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
（
大
谷
６
―

24
）

申
込
方
法

電
話
で
、
説
明
会
の
希
望

日
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
国
際

交
流
協
会
（
ふ
れ
あ
い
文
化
セ

ン
タ
ー
生
涯
学
習
団
体
連
絡
室

内
）

�
（
575
）
０
７
６
８

県
営
住
宅
の
空
き
家
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

申
込
期
間

６
月
１
日
�
〜
11
日
�

※

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
募
集

案
内
書
を
見
て
く
だ
さ
い
。
募
集
案

内
書
は
、
申
込
期
間
中
、
市
厚
生
課

と
西
出
張
所
に
も
置
い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
住
宅

供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部

�
（
781
）
８
０
６
６

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ィ
ン
グ
「
県
青
年
の
翼
」

参
加
者
募
集

「
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ
こ
ど
も
冒
険
大
使
」
募
集

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
自
然
体
験
と
交
流

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
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受
験
資
格

昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た

人
、
ま
た
は
平
成
14
年
３
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
人

受
付
期
間

５
月
18
日
�
〜
６
月
６
日

�
（
当
日
消
印
有
効
）

第
１
次
試
験
日

７
月
８
日
�

試
験
種
目

教
養
試
験
、
論
文
試
験
、

身
体
測
定

採
用
予
定
人
員

▽
警
察
官
Ａ
　
２
５
０
人
程
度

▽
婦
人
警
察
官
Ａ
　
７
人
程
度

※

受
験
案
内
や
申
込
書
は
、
警
察
署

や
交
番
で
配
布
し
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
野
警
察
署
総
務

課�
（
929
）
０
１
１
０

名
調
子
に
の
せ
て
、
相
撲
甚
句
を
み

ん
な
で
楽
し
く
う
た
い
ま
せ
ん
か
。

日
時

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

（
６
月
12
日
�
開
講
）

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目

的
室
Ｂ
（
大
谷
６
―
24
）

受
講
料
（
月
額
）

２，

０
０
０
円

※

こ
の
ほ
か
、
入
会
金
３，

０
０
０

円
と
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

講
師

石
倉

い
し
く
ら

英
雄

ひ

で

お

さ
ん
（
福
岡
相
撲
甚

句
会
会
長
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

松
山

ま
つ
や
ま

�
（
582
）
４
３
７
１

精
神
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を

進
め
る
「
つ
く
し
ク
ロ
ー
バ
ー
会
」
の

総
会
と
記
念
講
演
で
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

５
月
24
日
�

▽
総
会
　
午
後
１
時
30
分
〜

▽
記
念
講
演
　
午
後
２
時
30
分
〜

会
場

福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
原
町
３
―
１
―
７
）

演
題

「
公
私
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

〜
精
神
障
害
者
支
援
の
新
戦
略

〜
」

講
師

田
中

た

な

か

英
樹

ひ

で

き

さ
ん
（
全
国
精
神
保

健
福
祉
相
談
員
会
顧
問
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

つ
く
し
ク
ロ

ー
バ
ー
会

�
（
585
）
４
８
１
０

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
文
化
に
つ
い

て
考
え
る
公
開
講
演
会
で
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

６
月
16
日
�

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

会
場

福
岡
市
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

「
あ
い
れ
ふ
」
10
階
講
堂
（
福

岡
市
中
央
区
舞
鶴
２
―
５
―

１
）

演
題
・
講
師

▽
「
私
の
日
本
文
化
観
」

崔
崟

さ
い
き
ん

さ
ん
（
中
国
吉
林

き
つ
り
ん

大
学
外
国
語

学
院
日
本
語
科
主
任
教
授
）

▽
「
い
の
ち
、
響
き
あ
う
」

森
崎

も
り
さ
き

和
江

か

ず

え

さ
ん
（
作
家
、
詩
人
）

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
女
学
院
大
学
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�
（
575
）
２
９
９
３

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

12

お
知
ら
せ

福
岡
県
警
察
官
Ａ
・
婦
人
警
察
官
Ａ

採
用
試
験

６
月
開
講

相
撲
甚
句
教
室
会
員
募
集

福
岡
女
学
院
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

開
設
10
周
年
記
念
公
開
講
演
会

講
　
演�

つ
く
し
ク
ロ
ー
バ
ー
会

総
会
・
記
念
講
演
会

狂犬病予防注射　日程表�
会　　場� 時　　間�

桜ヶ丘公民館�

岡本公民館�

須玖南公民館�

下白水南公民館�

下白水北公民館�

宝町公民館�

春日公園公民館�

ちくし台公民館�

浦の原集会所�

天神山公民館�

泉公民館�

日の出町公民館�

須玖北公民館�

弥生公民館�

ふれあい文化センター第4駐車場�

9：20～ 9：50�

10：05～10：35�

10：50～11：35�

13：20～14：10�

14：25～15：15�

15：30～16：00�

9：10～ 9：30�

9：45～10：45�

11：00～11：30�

13：20～14：30�

14：45～15：45�

9：20～ 9：45�

10：00～10：40�

10：55～11：30�

13：20～14：00

5
月
21
日
（月）
�

5
月
22
日
（火）
�

5
月
23
日
（水）
�

狂
犬
病
予
防
の
た
め
、
飼
い
犬
に
は

毎
年
１
回
の
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
生
後
90
日
以
内
の
犬
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。90
日
を
過
ぎ
て
か
ら
、

動
物
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
犬
を
飼
う
時
は
、
登
録
が
必

要
で
す
。
登
録
は
、
予
防
注
射
の
時
に
、

同
時
に
受
け
付
け
ま
す
。

注
射
料
金

３，

０
５
０
円

登
録
料
金

３，

０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課
生
活
公

害
担
当 環

　
境�

公
民
館
で
行
い
ま
す

飼
い
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
と
登
録

４
月
20
日
、
ひ
っ
た
く
り
防
止
市
民

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
全
国
的
に
増
加
す
る
ひ
っ

た
く
り
犯
罪
の
被
害
を
防
ご
う
と
、
筑

紫
地
区
４
市
１
町
と
筑
紫
野
警
察
署
な

ど
が
共
同
で
開
い
た
も
の
。

ま
ず
、
大
野
城
市
役
所
広
場
で
ひ
っ

た
く
り
の
手
口
を
実
演
。
被
害
に
あ
わ

な
い
た
め
に
、
自
転
車
の
前
カ
ゴ
に
防

犯
ネ
ッ
ト
を
つ
け
る
こ
と
や
、
バ
ッ
グ

を
車
道
と
反
対
側
に
持
つ
こ
と
な
ど
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

実
演
終
了
後
は
、
筑
紫
地
区
防
犯
協

会
長
を
務
め
る
春
日
市
長
ら
を
先
頭
に
、

参
加
者
全
員
で
パ
レ
ー
ド
。

大
野
城
市
役
所
か
ら
春
日
市
役
所
ま

で
歩
き
な
が
ら
、
市
民
に
ひ
っ
た
く
り

へ
の
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

△気をつけて!あなたのバッグもねらわれています
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助
成
額

５，

０
０
０
円
を
限
度
（
１

世
帯
１
回
限
り
）

対
象

市
内
に
住
む
人
で
、
３
親
等
以

内
の
血
族
ま
た
は
姻
族
に
あ
た

る
満
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
た

め
に
レ
ン
タ
ル
す
る
人

申
込
期
限

平
成
14
年
３
月
31
日
ま
で

※

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

道
路
管
理
課

３
月
に
行
っ
た
建
設
工
事
の
入
札
結

果
（
工
事
金
額
５
千
万
円
以
上
）
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

春
日
南
中
学
校
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事

工
事
期
間

３
月
７
日
〜
６
月
29
日

契
約
金
額

５，

４
６
０
万
円

工
事
業
者

大
正
建
設
㈱

（
財
政
課
）

寝
た
き
り
老
人
・
重
度
障
害
者
介
護

手
当
を
も
ら
っ
て
い
る
人
は
、
更
新
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
介
護
の
状
況
な
ど
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
６
月
分
か
ら

の
手
当
が
も
ら
え
な
く
な
り
ま
す
。

受
付
期
間

５
月
16
日
�
〜
25
日
�
　
　

場
所

高
齢
障
害
課

持
っ
て
く
る
も
の

▽
更
新
申
請
書
（
市
か
ら
送
り
ま
す
）

▽
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
重
度
身

体
障
害
者
介
護
手
当
を
も
ら
っ
て
い

る
人
の
み
）

※

現
在
、
介
護
手
当
を
も
ら
っ
て

い
な
い
人
で
、
申
請
を
希
望
す
る
人

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

そ
の
他�

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

助
成
し
ま
す

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
レ
ン
タ
ル
料

料
理
は
目
で
味
わ
う
こ
と
も
大
切
で

す
。
今
回
は
彩
り
が
よ
く
、
見
た
目
に

も
お
い
し
い
お
吸
い
物
を
紹
介
し
ま

す
。

材
料
（
４
人
分
）

エ
ビ
　
８
尾
（
１
２
０
ｇ
）

か
た
く
り
粉
　
大
さ
じ
１

酒
　
小
さ
じ
２

ホ
ウ
レ
ン
草
の
葉
先
　
40
ｇ

レ
モ
ン
の
皮
　
適
量

（
だ
し
）

水
　
３
　
カ
ッ
プ

昆
布
　
５
×
10
㎝

削
り
か
つ
お
　
10
ｇ

（
調
味
料
）

塩
　
小
さ
じ
　

し
ょ
う
ゆ
　
小
さ
じ
１

酒
　
大
さ
じ
１

作
り
方

①

エ
ビ
は
殻
と
背
わ
た
を
除
き
、
包

丁
で
た
た
い
て
粗
み
じ
ん
に
す
る
。

さ
ら
に
か
た
く
り
粉
と
酒
を
加
え
て

練
る
。

②

ホ
ウ
レ
ン
草
の
葉
先
を
色
よ
く
ゆ

で
、
冷
水
に
と
っ
て
色
止
め
し
、
水

気
を
絞
る
。

③

鍋
に
水
と
昆
布
を
入
れ
て
弱
火
に

か
け
、
気
泡
が
で
て
昆
布
が
浮
き
上

が
っ
て
き
た
ら
取
り
出
す
。
削
り
が

つ
お
を
加
え
て
中
火
に
し
、
一
煮
立

ち
し
た
と
こ
ろ
で
火
を
止
め
て
、
こ

す
。

④

③
の
だ
し
に
調
味
料
を
全
て
加
え

①
を
ス
プ
ー
ン
で
す
く
っ
て
形
を
整

え
な
が
ら
落
と
し
、
浮
い
て
く
る
ま

で
火
を
通
す
。

⑤

お
椀
に
④
の
エ
ビ
の
団
子
を
盛
っ

て
ホ
ウ
レ
ン
草
を
添
え
、
熱
い
汁
を

注
い
で
レ
モ
ン
の
皮
を
あ
し
ら
う
。

一
人
分
熱
量

35
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会

1
2

1
2

市
が
行
う
建
設
工
事
の

入
札
結
果

５
月
25
日
ま
で
に
更
新
を

寝
た
き
り
老
人
・
重
度
障
害
者
の
介
護
手
当

市
民
や
利
害
関
係
者
か
ら
広
く
意
見

を
聞
く
た
め
「
市
街
化
区
域
及
び
市
街

化
調
整
区
域
」
に
関
す
る
都
市
計
画
の

案
を
お
見
せ
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
福
岡
県
と
春
日
市
が
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
平
田
台
４
丁
目
の
一

部
の
市
街
化
区
域
編
入
や
そ
れ
に
関
連

す
る
見
直
し
、
大
野
城
市
上
大
利
北
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
連
す
る
見

直
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

案
に
対
し
て
意
見
が
あ
る
場
合
は
、

縦
覧
期
間
満
了
の
日
（
５
月
31
日
�
）

ま
で
に
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

都
市
計
画
の
見
直
し
の
内
容

①
市
街
化
区
域
及
び
市
街
化
調
整
区
域

・
平
田
台
地
区
市
街
化
区
域
編
入

・
春
日
原
地
区
１
号
市
街
地
及
び
再

開
発
促
進
地
区
の
指
定

②
用
途
地
域

③
高
度
地
区

④
平
田
台
地
区
地
区
計
画

⑤
ご
み
処
理
場

⑥
汚
物
処
理
場

縦
覧
期
間

５
月
17
日
�
〜
31
日
�

（
平
日
の
み
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

縦
覧
場
所

市
役
所
３
階
都
市
計
画
課

※

①
②
に
つ
い
て
は
、
県
建
築
都
市

部
都
市
計
画
課
（
福
岡
市
博
多
区
東

公
園
７
―
７
）
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
都
市
計
画
課
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パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
Ｏ
Ａ
機
器
の
使
用

や
車
の
運
転
を
長
く
続
け
て
い
る
と
、

目
の
疲
れ
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。
そ
の
原

因
の
多
く
は
、
目
の
乾
燥
（
ド
ラ
イ
ア

イ
）
で
す
。

ド
ラ
イ
ア
イ
は
、
ま
ば
た
き
の
回
数

の
減
少
、
室
内
の
乾
燥
、
ス
ト
レ
ス
、

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
装
用
な
ど
で
起

こ
り
ま
す
。
放
置
す
る
と
視
力
の
低
下

や
目
の
感
染
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

「
目
が
疲
れ
る
・
目
が
重
た
い
・
目

が
乾
く
・
目
が
開
け
に
く
い
・
不
快
感

が
あ
る
（
し
ょ
ぼ
し
ょ
ぼ
す
る
な
ど
）」

と
い
っ
た
症
状
が
２
項
目
以
上
当
て
は

ま
る
人
は
、
ド
ラ
イ
ア
イ
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
目
が
痛
い
、

か
ゆ
い
、
充
血
す
る
、
光
が
い
つ
も
よ

り
ま
ぶ
し
い
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
次
の
こ
と
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

①
目
薬
は
、
防
腐
剤
の
入
っ
て
い
な
い

も
の
を
使
う

防
腐
剤
入
り
の
目
薬
は
、
１
日
に

10
回
以
上
使
用
す
る
と
、
防
腐
剤
が

目
の
表
面
に
付
着
し
、
ド
ラ
イ
ア
イ

の
悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

②
目
を
休
め
る

目
の
疲
れ
を
感
じ
た
ら
、
目
を
休

め
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
ょ
う
。

③
目
を
温
め
る

蒸
し
タ
オ
ル
な
ど
を
ま
ぶ
た
に
の

せ
て
目
を
温
め
る
と
、
疲
れ
が
と
れ

ま
す
。

④
湿
度
を
保
つ

空
調
の
き
い
た
室
内
は
、
目
も
乾

燥
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
加
湿
器
な

ど
を
利
用
し
て
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。

⑤
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
う
と
き
は
画
面

を
視
線
よ
り
少
し
下
に
す
る

視
線
が
下
向
き
に
な
る
と
目
の
露

出
面
積
が
小
さ
く
な
る
た
め
、
涙
の

蒸
発
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
画
面
が
見
に
く
い
と
、
ま

ば
た
き
の
回
数
が
減
り
、
目
が
乾
燥

し
が
ち
に
な
り
ま
す
。
周
囲
の
照
明

な
ど
に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑥
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
使
う
と
き
は

特
に
乾
燥
に
気
を
つ
け
る

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
使
う
と
、

涙
の
機
能
が
低
下
し
、
目
が
乾
燥
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
目
薬
で
目
の
潤

い
補
給
を
心
が
け
、
で
き
る
だ
け
装

着
時
間
を
短
く
し
ま
し
ょ
う

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
日
ご
ろ
か
ら
心

が
け
る
こ
と
で
、
症
状
の
半
分
以
上
が

改
善
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、目
の
病
気
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
症
状
な
ど
に
は
個
人
差
が

あ
り
ま
す
。
改
善
し
な
い
場
合
は
、
専

門
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

保
健
婦
　
岸
川

き
し
か
わ

江
津
子

え

つ

こ

こ
ん
に
ち
は
保
健
婦
で
す
・
・
・
・�

県
は
、
身
体
障
害
者
の
自
立
を
援
助

す
る
た
め
に
、
自
動
車
運
転
免
許
の
取

得
補
助
を
行
い
ま
す
。

補
助
額

10
万
円

対
象

県
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の

人
で
、
次
の
要
件
す
べ
て
に
該

当
す
る
人

▽
自
動
車
の
運
転
に
支
障
が
な
い
と
認

め
ら
れ
る
人

▽
身
体
障
害
者
手
帳
（
原
則
と
し
て
４

級
以
上
）
を
持
っ
て
い
る
人

▽
運
転
免
許
取
得
後
、
就
労
な
ど
が
確

実
に
見
込
ま
れ
る
人

※

過
去
に
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
た

人
で
、
自
己
の
責
任
で
取
消
処
分
を

受
け
た
り
失
効
さ
せ
た
り
し
た
人
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※

県
の
公
安
委
員
会
が
実
施
す
る
適

正
検
査
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

申
込
方
法

５
月
21
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
高
齢
障
害

課
障
害
担
当

最
近
、
税
務
担
当
職
員
を
装
い
、「
税

金
を
還
付
す
る
た
め
」
と
偽
っ
て
、
勤

務
先
や
電
話
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を

聞
き
だ
す
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

税
金
の
還
付
は
、
確
定
申
告
な
ど
の

書
類
な
ど
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

税
務
署
な
ど
が
、
電
話
で
個
人
情
報
を

確
認
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
答
え
ず
、
相
手
の
連
絡
先
や
名
前

な
ど
を
確
認
し
て
一
度
電
話
を
切
り
、

該
当
す
る
税
務
署
や
県
税
事
務
所
、
市

の
税
務
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
筑
紫
税
務
署
�(

923)

１
４
０
０

▽
筑
紫
県
税
事
務
所
�(

513)

５
５
７
３

▽
市
税
務
課
�(

584)

１
１
１
１

受
付
期
間

６
月
４
日
�
〜
８
日
�

※

願
書
は
、
５
月
中
旬
か
ら
筑
紫
保

健
所
（
大
野
城
市
白
木
原
３
―
５
―

25
）
で
配
布
し
ま
す
。

試
験
日

８
月
６
日
�

試
験
会
場

第
一
経
済
大
学
（
太
宰
府

市
五
条
３
―
11
―
25
）

※

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
所
保
健
課

健
康
増
進
係

�
（
513
）
５
５
８
３

福
岡
県
内
に
就
職
を
希
望
す
る
学
生

を
対
象
に
し
た
、
地
元
企
業
と
の
無
料

合
同
会
社
面
談
会
で
す
。

日
時

６
月
13
日
�

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
　

（
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場

九
電
記
念
体
育
館
（
福
岡
市
中

央
区
薬
院
４
―
14
―
１
）

※

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
・

公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
を
平

成
14
年
３
月
に
卒
業
す
る
人
、

お
よ
び
平
成
13
年
３
月
に
卒
業

し
た
人
で
未
就
職
の
人
　

参
加
予
定
企
業

県
内
の
地
場
企
業

（
１
０
０
社
程
度
）

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
学
生
職
業
セ
ン

タ
ー

�
（
714
）
１
５
５
６

身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん

運
転
免
許
の
取
得
費
用
を
補
助
し
ま
す

福
岡
県
大
学
等

合
同
会
社
面
談
会

税
務
職
員
を
語
る
不
審
な
電
話

個
人
情
報
の
照
会
に
は
ご
注
意
を

平
成
13
年
度
調
理
師
試
験



お
た
ま
じ
ゃ
く
し
・
散
歩
道

15

５月22日�　　おはなし会（毎月第４火曜日）
５月23日�　　なかよし会（毎月第２．４水曜日）
５月24日�　　なかよしクラブ（毎月第４木曜日）
５月25日�　　お誕生会
５月26日�　　いないいないばー（毎月第４土曜日）

ワイワイくらぶ（毎月第４土曜日）
あいあいくらぶ（毎月第４土曜日）

６月12日�　　一緒にあそぼう会（毎月第２火曜日）
６月13日�　　どろんこ遊びの会
６月19日�　　わらべ歌
６月21日�　　手作りおもちゃ
６月23日�　　子育て講演会
６月30日�　　七夕まつり
７月６日�　　七夕会　　七夕会＆誕生会

七夕会　　七夕会
７月７日�　　夏まつり（お店やさんごっこ）
７月14日�　　夏まつり

このコーナーは、保育所の保育士が担当しています。掲載は奇
数月の15日号です。ご意見、ご感想をお寄せください。

（こども未来課）

u

u

４
月
の
人
事
異
動
で
企
画
情
報
課
長

に
な
り
、
散
歩
道
を
歩
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
愛
読
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
▼
五
十
代
の
半
ば
を
過
ぎ

て
お
り
、
文
章
を
書
く
こ
と
も
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
苦
手
な
の
で
、
担
当
者
に

は
断
っ
た
の
で
す
が
、
共
生
の
時
代
に

は
多
様
な
人
材
が
必
要
で
す
か
ら
と
、

半
ば
強
引
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
▼
こ
の
原
稿
が
皆
さ
ん
に
読
ま
れ

る
の
は
、
５
月
の
中
旬
ご
ろ
だ
と
思
い

ま
す
が
、
実
際
に
書
い
て
い
る
の
は
４

月
の
下
旬
で
す
▼
早
く
か
ら
取
り
掛
か

ら
な
い
と
不
安
で
も
あ
り
、
ま
た
、
机

の
上
の
パ
ソ
コ
ン
を
何
と
か
使
い
こ
な

し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
て
、
必
死

に
画
面
を
に
ら
ん
で
い
ま
す
▼
21
世
紀

の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
に
、
高
度
情
報

が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

に
ま
っ
た
く
縁
の
な
い
方
も
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
市
民
の
皆

さ
ん
が
パ
ソ
コ
ン
に
親
し
み
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
利
用
が
で
き
る
よ
う

に
、
市
は
、
今
年
度
１
年
か
け
て
、
各

地
区
の
公
民
館
な
ど
で
初
心
者
向
け
の

講
習
会
を
開
い
て
い
き
ま
す
▼
早
く
メ

ー
ル
で
、
春
日
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
つ
い
て
語
り
合
え
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

共
に
前
進
し
ま
し
ょ
う
。

（
聖
）

１
年
生
で
す
　
こ
ん
に
ち
は

さわやかな風が、園庭のこいのぼりを、元気に泳がせています。
その下で、子どもたちも負けずに走り回っています。
おたまじゃくしも３年目を迎え、「おさそい行事」に参加する子ど
もたちも年々増えています。
今年も各保育所、保育園の園庭開放やさまざまな行事、子育て情
報などをこのコーナーでお知らせしていきます。
これからも、どしどし遊びにおいでください。お待ちしています。

小さな虫がたくさん顔をのぞかせる初夏。散歩に出かけ、
ちょっとかがんでみると、
テントウムシやダンゴムシ
を見つけることができます。
手作りの虫かごをもって
出かけてみてはいかがでし
ょう。

手作り虫かご�

毎月第４土曜日の朝10時
から、「ちびっこ広場」を開
いています。保育所の友だ
ちと一緒に遊びませんか。
また、子育て情報「いな

いいないばー」を作って須
玖児童センターやいきいき
プラザ、ちくし台公民館に
置いています。見てくださ
い。



発行／春日市役所
編集／春日市役所企画情報課広報担当
印刷／（資）四ヶ所印刷
〒816-8501 福岡県春日市原町3丁目１番地5 
1092（584）1111
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

●市の人口　１０６,３３３人�
　男５２,４８９人　女５３,８４４人�
●世帯数　　４０,８０３世帯�（４月１５日現在）�
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△同じテーマでも、表現の仕方は人それぞれ

４月15日、光町児童センターで｢劇あそ
び｣が行われました。
この劇あそびとは、お芝居を通して表現

力を身につけるものです。これから１年間、
自分が思ったことや感じたことを、ことば
や体で自由に表現する力を身につけていき
ます。
第１回目のこの日は、10人の子どもた

ちが参加。先生から、｢放課後｣など、漠然
としたテーマを与えられ、自分でイメージ
をふくらませてそれを体で表現します。
はじめはただ困った顔で立ちすくんでい

た子どもたち。でも、｢自分の思ったとお
りにやってごらん。人と違って当たり前。
表現に間違いはないけんね｣という先生の
言葉に後押しされ、だんだん積極的に。最
後は、どの子も表現することを楽しんでい
る様子でした。

ため池が点在する上白水地区の「ウトグチ中池」で４月16日、釣り糸が足に
絡んだカモの救出作戦が繰り広げられました。この池の岸辺に住む福田フミ子さ
んが、飛べなくなっているこのカモを心配して市役所に助けを求めたもの。
駆けつけた市環境対策課の職員と応援の消防署職員が、ゴムボート３隻で取り

囲みながら約２時間かかって無事に保護しました。
しかし、絡んだ糸が足に食い込み、予想以上に傷がひどかったため、福岡市動

物園に運んで治療してもらうことになりました。
いつもえさを与えてかわいがってきた福田さんは「元気になって戻ってきてほ

しい。でも、この池では、カモも安心し
て住めませんね」と、釣り人のマナーア
ップを訴えていました。

△意外にスイスイ泳ぐカモに悪戦苦闘

現在、奴国の丘歴史資料館で開催中の｢発掘調査速報展｣。
これは、平成12年度に市が行った発掘調査の成果を展示した
ものです。
今回の調査では、かめ棺や鏡などが出土。その中でも、特
にすばらしいのは、松添遺跡（小倉東）から出土した後漢鏡
（２面）です。鏡の発見は、奴国にも弥生後期まで有力者が
存在したことを示すもので、今後、奴国の実態を探るうえで
も貴重な資料となります。
入場は無料です。皆さんも奴国の一端にふれに来ませんか。

期間 ７月８日�まで（毎月第３火曜日は休館）
時間 午前９時～午後４時30分
会場 奴国の丘歴史資料館特別展示室（岡本３―57）
問い合わせ先 奴国の丘歴史資料館　�（501）１１４４
※　５月20日�午後２時～４時、発掘調査説明会を行います。
説明会では、発掘調査の担当職員が、スライドを用いて、
展示品や発掘の様子について説明します。

◆発掘調査速報展◆

v方格
ほうかく

規矩
き く

四
し

神鏡
しんきょう

松添
まつ ぞ え

遺跡から出土。
鏡には、東西南北の守
り神である、青龍

せいりゅう

・白
びゃっ

虎
こ

・朱雀
す ざ く

・玄武
げ ん ぶ

の文様
があり、前原市の平原

ひらばる

遺跡から出土した鏡に
類似する。




